
ワクチンで防げる病気があります

鹿児島県こども予防接種週間
８月１日(土)～８月８日(土)

８月４日は はしかの日

主催：鹿児島県医師会・鹿児島県小児科医会・鹿児島県
後援：鹿児島県教育委員会・鹿児島県保育連合会・鹿児島市保育園協会・鹿児島県私立幼稚園協会

全国認定こども園協会 鹿児島県支部・認定こども園連盟 鹿児島県支部

● 予防接種希望者は 、 必 ず 事 前 に 予 約 を し て か ら
医療機関を受診してください。

●定期予防接種を受ける際は、市町村より届いた説明書等を必ずお読みの上、
お越しください。

●母子手帳と予防接種予診票を必ずご持参ください。

【定期予防接種】
MR（麻しん風しん混合）

五種混合(ｼ゙ ﾌﾃﾘｱ･百日せき･破傷風・ﾎ゚ ﾘｵ･Hib) 
BCG・日本脳炎・Hib・小児用肺炎球菌
水痘・B型肝炎・ロタウイルス・HPV等 【任意予防接種】おたふくかぜ など

はしか、風しん、結核、
急性胃腸炎、肺炎、水ぼうそう
などの疾病を予防します。
厚労省HP「予防接種情報」⇒

麻しん風しん混合(ＭＲ)ﾜｸﾁﾝ予防接種対象者
１期 … １歳の子ども
２期 … 今年度６歳になる者

小学校就学前１年間

この機会に知ってほしい。おとなの予防接種があります。

ＲＳウイルスワクチン、高齢者肺炎球菌 など
※定期予防接種として接種できます。お住まいの市町村にお尋ね下さい。

【ＲＳウイルスワクチンについて】
ＲＳウイルスワクチンを妊娠中に接種することで、乳幼児の肺炎・細気管支炎の主要な

原因である、ＲＳウイルスの感染を防ぐことができます。
2026年度から、妊娠28週～36週の妊婦の方を対象にRSウイルスワクチンの予防接種が、

予防接種法に基づく定期接種の対象になりました。
過去の妊娠時にＲＳウイルスワクチン（母子免疫ワクチン）を接種したことのある方も

対象になります。
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